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1. はじめに 

大気圧プラズマによる種々の植物の成長促進効果が見出されており 1), 革新的な農業技術の開発が期

待されている. 植物の生育段階は発芽から育苗, 収穫まで長期間かつ多段階からなり，生育や収穫量は

天候等の気象条件の変化に大きく左右される．そのため低温プラズマの効果を正しく評価するために

は，それらの環境条件を厳密に制御して栽培することが重要である．我々は実験室内でイネ苗を収穫

までの栽培を可能とするため，温湿度や日照条件を設定可能な人工気象器 (プラズマスマートプラン

ト) を導入した．本研究では種子へのプラズマ照射によって成長促進効果がみられた苗をプラズマスマ

ートプラントで栽培し，その生育過程と収穫への効果を検討した.  

2. 実験方法 

発芽の際の成長が促進された条件，照射時間5 s, 5 s×2回, 10 s (全て照射距離10 mm) でプラズマ照射

したイネ種子より生育した幼苗を育苗ポット (φ9 cm×8 cm) に移植し，全24株を2台のスマートプラ

ントで生育した．それぞれで花芽形成のため長日条件 (明期14 h) から短日条件 (明期10 h) への移行を

異なる日数として収穫まで栽培した．収穫後，株の長さや重さ等の形質および収穫の計測を行った．  

3. 実験結果および考察 

図に播種から出穂までの日数を計測した結果を示す．早期に短日条件を開始した際には全ての処理条

件において出穂する日にちは同じであった．一方，通常すなわち出穂までの日数を生産者の栽培と同

様となるよう短日処理を開始した際には，プラズマ照射条件の段階的に出穂までの日数が早まり，10 

mm, 10 s照射種子では11.7日短縮された．そのほか生育や収穫量等の結果を含めて報告する． 
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図	種々の処理条件における	

播種から出穂までの日数	

(破線は短日処理開始日を示す)  
t検定による有意差**p<0.01を示す．	
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